












































◎りんこ‘娘 浅野
みやび

雅さん (23) 安”市

～ 双方向のコミュニケーションを通じてファンを増やしたい ～

仕事は
2020年4月にサントリープロダクツ株式会社に入社し4年目。同社の山梨県のサントリ

ー天然水南アルプス白州工場で研修後、 現在は 大町市の「サントリー天然水北アルプ
ス信濃の森工場」の製造部門でペットポトルに水を詰める業務を担当しています。出身は
青森県八戸市。入社動機は、 小学生の頃に「飲料を製造するエ湯で働きたい」という思
いが芽生え、 サントリー天然水はポトルがおしゃれでラベルの色も鮮やかで健康的にみ
え、美味しいしワクワクするようなものだと魅力を感じ、自分がそれを製造する側で「水とし
てのおいしさJや「安全•安心な水』を、 より多くの人へ届けたいと強く思ったからです。

農・食l33するイメージ・思い
昨年、地元農家の方々の協力により、 社貝で田植えから稲刈りまでの「お米作り」を体験

しました。収穫したお米は『ぬか釜』で炊き上げ、おにぎりにして食べました。初めて食べた
手作りのお米の味に感動し実体験を通じて、今まで以上に、農や食に対する意識を強く持
つようになりました。

休日・趣味は
趣味は、神社巡り。長野県に来てからの趣味で、御朱印帳も2·11目です。
好きな神社1ふ穂高神社。行くととても癒されます。休日は、県内のみならず県外にも出

かけ、いろんな景色を見たり、自然と触れ合うことで、気分をリフレッシュしています。

これからの夢・目標は…
お客様に安全•安心な製品をお届けするために、仕事を誠実にやっていきたい。また、

この先ずっと自社を応援してくれる「ファン」になってもらえるように、 工場見学に訪れるお
客様と工場で働く従業員が交流し、大町市の素晴らしい自然と美味しい飲料を楽しんで
いただけるような企画を考えたいと思います。
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